
発 刊 の ご あ い さ つ

亜鉛め っ き鋼 構造物 研究会 （略称 ：め っき鋼 研）は，構 造物 の主要材料 と して社会 に貢 献 してい る鋼

材 を錆か ら守 るため に，最適の防食法 の一つで ある 「溶融亜鉛め っ き」 をした大 型鋼構造 物の需要 を開

発 し，普及 を促進す るこ とを目的 として活動 をすすめてお ります。 この ことは と りもなおさず 「省資源
・省エ ネルギー」 とい う国家的ニー ズに も応 えるもの と思 い ます。

この たび溶融亜鉛 めっ きを採用 した鋼構 造物 の紹介写真や その使用 実績追 跡調査結果， さらに関連規

格や御使 用上の参考事項 な どにつ いての記事 を載せ たパ ンフレッ トを作成 するこ とといたしました。隔

月にお届けい た しますので，御関係のか たが たに御 覧いただければ幸 甚 と存 じます。

このパ ンフ レッ トを参考 としていただ き，溶融亜鉛め っ き鋼構 造物 に御理解 をたまわれば望外 の しあ

わせです。 また，今 後いろいろの調査 な どで， 皆様 の御協 力 ・御指導 をいただ くこ ともあるか と存 じま

すが よろし くお願いいた します。

昭和56年1月
亜鉛 めっ き鋼構造物研究会委員長 坂本 望
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溶融亜鉛めっき橋梁の追跡調査

表1調 査対象

橋梁のメンテナンス費用が年々上昇 してお り，

建設省 をは じめ各公団 ・地方自治体では， メンテ

ナンス ・フ リー橋の一つ として亜鉛めっき橋梁が

採用されは じめ，すでに大小合わせて200橋 以上

になってお ります。 また，昭和54年 には 日本道路

公団 ・近畿 自動車道天理～吹田線で，鋼材すべて

を亜鉛めっきした高架橋が1km以 上にわたって完

成 してお り，今後 も延長される予定です。
この ように多数建設されている亜鉛めっき橋梁

が，現在 どのような状態にあるのかを，新温井川

橋 ・四方寄跨道橋 ・足立高架橋について，昭和54

年11月 調査 しました。

追跡調査結果

いずれもの橋 も，架設後に亜鉛めっきを補修 した跡はみ られず，安定 した保護皮膜に覆われ，亜鉛めっき特有の

落着いた外観を呈 してお り，添接部に も何等異常はみられません。

亜鉛めっきの膜厚 を電磁微厚計で測定 した結果，16年経った新温井川橋の最 も膜厚の薄い部分で111ミ クロン（795

g／m2），他の二橋はさらに厚い皮膜であることが確認され ました。

新 温井 川橋 四方寄跨道橋 足立高架 橋

架設場所

群馬県立石

字東久保地先

熊本県

飽託郡北部町

字四方寄

北九州市

小倉区

宇佐町中津

架設年月 39年8月 40年3月 48年6月

橋梁形式
合 成 板 桁

支 間25m

ゲ ル バ ー 橋

支 間45m

合 成 板 桁

支 間27m，34m

施 工 建設省関東地建 建設省九州地建 日本 道 路公 団

施 工 者 日本鉄塔㈱ 日本鉄塔㈱ 日本橋梁㈱

暴露期間 15年3ヶ 月 14年7ヶ 月 6年5ヶ 月

長 い耐用年数

測定 した膜厚 を， 日本溶融亜鉛 鍍金協会の暴露試験腐食速度データ表2と 比較 し，次の式で今後の耐用年数 を推

定すると表3の ように長期におよびます。

表2各 種環境での亜鉛めっ き皮膜の年間腐食量

耐用年数の推定計算式

耐用年数一離 竃 謡 駕 ） ×・・9・

・亜 鉛 皮 膜 の10％ が 残 っ て い る時 点 まで を

耐 用 年 数 とす る （JISH8641解 説 ）

表3調 査結果

使用環境 腐 食 速 度 （g／㎡ ／年 ） 平均

重工業地帯 32～35 34

都 市 地 帯 12～18 15

海 岸 地 帯 11～14 13

田 園 地 帯 8～12 10

山間 地 帯 3～8 6

乾 燥 地 帯 2～5 4

測定膜厚最小値

（μ）

亜鉛付着量

（9／m2）

腐 食 速 度

（9／m2／ 年 ）

今後の推定耐用年数

（年）

新 温井 川橋 111 795 10 72

四方寄跨道橋 118 845 10 76

足 立高架 橋 127 909 15 55 垣

都市部の比較的腐食性の強い環境に架設された足立高架橋でも，今後55年 の耐用年数がみこまれます。 このよう

に亜鉛めっき橋梁は長期にわたってメンテナンス ・フ リーで使用できます。

新温井川（しんぬ くいがわ）橋 〔田園〕 四方寄（よもぎ）跨道橋 〔田園〕 足立（あだち）高架橋 〔都市〕

編集 ：亜鉛めっき鋼構造物研究会 委員長 坂本 望

〔構成団体〕

社団法人 鋼 材 倶 楽 部

日 本 鉛 亜 鉛 需 要 研 究 会

社団法人 日本溶融亜鉛鍍金協会

〒103東 京都 中央 区 日本橋 茅場 町3－16鉄 鋼 会館

〒100東 京都 千代 田区 内幸町1－3－6新 日比 谷 ビル

〒105東 京都 港 区 虎 ノ門2－6－7和 孝 第10ビ ル

⑪03－669－4811

智03－591－0812

fieo3－503－6485

鋼構造物の溶融亜鉛めっきについてのご照会は，上記団体にお問い合わせ下さい。

また， 「鋼構造物の溶融亜鉛めっきQ＆A」 ハン ドブックを発行 していますので， あ わ せ て ご利 用 くだ さ い。


